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“人間”の存在論的基盤としての〈環境〉の構造と〈生〉の三契機 
―環境哲学と〈生〉の分析からのアプローチ 
 
 
 
 
環境と存在 
―人間の学としての人間存在論のための試論 
 
 
 
 
粘土板から石英ストレージへ 
―無限と永遠を問い得る場についての存在論的／メディア論的分析 
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『
現
代
人
間
学
・
人
間
存
在
論
研
究
』
編
集
規
程 

 

平
成
二
九
年
三
月
五
日
制
定 

 

（
趣
旨
） 

第
１
条 

こ
の
規
程
は
、
大
阪
府
立
大
学
環
境
哲
学
・
人
間
学
研
究
所
（
以
下
、
本
研
究
所
と
い
う
）
に
所
属
す
る
現

代
人
間
学
・
人
間
存
在
論
研
究
部
会
（
以
下
、
本
研
究
部
会
と
い
う
）
が
刊
行
す
る
『
現
代
人
間
学
・
人
間
存
在
論

研
究
』（
以
下
、
本
誌
と
い
う
）
の
編
集
及
び
刊
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
刊
行
の
目
的
） 

第
２
条 

本
誌
は
、
本
研
究
部
会
に
お
け
る
教
育
研
究
の
推
進
お
よ
び
成
果
の
公
表
を
目
的
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。 

（
編
集
） 

第
３
条 

本
誌
の
企
画
、
原
稿
募
集
、
編
集
、
発
行
は
、
『
現
代
人
間
学
・
人
間
存
在
論
研
究
』
編
集
委
員
会
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
。
編
集
委
員
は
、
本
研
究
所
に
所
属
す
る
研
究
員
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

（
掲
載
内
容
） 

第
４
条 

本
誌
に
は
、
特
集
論
文
、
一
般
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
の
欄
を
設
け
る
。 

２ 

特
集
論
文
で
は
、
執
筆
者
に
よ
る
相
互
批
評
を
行
い
、
精
度
の
向
上
を
図
る
。
一
般
研
究
論
文
お
よ
び
研
究
ノ
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ー
ト
で
は
、
当
該
分
野
に
精
通
し
た
査
読
者
に
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る
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ア
レ
ビ
ュ
ー
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施
す
る
。
そ
の
際
の
査
読
者
の
選
任
は

編
集
委
員
会
が
行
う
。 

３ 
た
だ
し
第
一
期
に
つ
い
て
は
、
特
集
論
文
の
み
と
す
る
。 

（
投
稿
資
格
） 

第
５
条 

本
誌
の
投
稿
資
格
者
は
、
以
下
の
者
と
す
る
。 

 

（
１
）
本
研
究
部
会
に
所
属
の
研
究
員 

（
２
）
編
集
委
員
会
が
認
め
た
者 

（
著
作
権
） 

第
６
条 

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
著
作
物
の
著
作
権
は
本
研
究
部
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

附
則 

本
規
程
は
平
成
二
九
年
三
月
三
〇
日
か
ら
施
行
す
る
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